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アクセスの困難な深海の中でも

さらに深く謎の多い超深海。

その謎を解き明かす鍵となるのが

超深海域の試料を手に入れ、

船上に持ち帰る「サンプルリターン」だ。

ただ、それを実行することは簡単ではない。

超高圧の水深1万mもの深海に到達し、

複雑な海底地形や構造を確認し、

環境計測も行いながら、

持ち帰るべきサンプルを詳細に

検討していくことが大前提になるからだ。

そして今、JAMSTECでは

海洋科学の長年の謎や

近年発見され始めた超深海の

未知の現象を解明するために

一丸となってそのミッションに

再び挑戦しようとしている――。

この特集では、そんなJAMSTECが注力している

深海調査における数々のプロジェクトに着目。

深海、超深海についての理解を通じて

私たちはこれからどのような未来を

手に入れることができるのか。

その問いをひとつずつ紐解いていこう。
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新船建造プロジェクト準備室メンバーが語る
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水深

水深6500 mまで潜ることができる有人潜水調査船。音波
を用いることで、船体周辺の海底地形や自船位置の確認や、
支援母船「よこすか」との水中通話が可能。また、船外のカ
メラで撮影した画像を高速音響通信で「よこすか」に伝送で
きるため、船上にいながら海中の様子を知ることもできる。
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海底付近から観測を行うことで、高解像度の海底地形や海
底下構造データを取得できる自律型無人探査機。2022年か
ら8000ｍ級への改造を開始し、2025年７月には深度
8000mの航行試験に成功。また、拓洋第３海山や日本海溝
においても試験潜航を実施し、高解像度の地形観測も実現
している。
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Blue Earth 177 (2026)

小型AUV
ランダー
システム

ターンを可能にする新たな「フルデプス無人
探査システム」の開発に注力している。その
新システムについて、前田洋作氏はこう説明
する。
「大きな特徴は、母船とつながるケーブルを
必要とせずに、サンプリングなどの複雑な作
業を自律で行うことです。『ランダー』と呼
ばれる基地局と海底で作業を行う自律型無人
探査機（AUV）を組み合わせたシステムで、
機能や搭載物の分担によりAUVを小型軽量
にして機動性を持たせています。完全自律は
まだ難しいため、音響通信によってこれらの
探査機の状態を船上で常時監視します。海底
に設置されるため、超深海に長時間滞在でき
るメリットもあります。将来的には無人の洋
上航走体で本システムの管制を行いつつ、母
船は別の海域で作業を行う、といった複数の
地点での同時調査を行うことも目指して技術
開発と実証実験を進めています」

各探査機の強みを活かし、 
多岐にわたる深海の課題を 
解決する

　JAMSTECは、2025年７月、海底地形や海
底下構造データを高解像度で取得できる深海
巡航探査機「うらしま」を「うらしま8000」
へと大改造し、深度8000mでの航行試験を
成功させた。そして、「うらしま8000」に
加え、前述のフルデプス無人探査システムや
「しんかい6500」などの探査機を同時搭載、
同時運用することが可能な新船の建造につい
ても具体的な検討を進めているという。
「深海調査には多岐にわたる研究課題や社会
課題が存在し、今なお研究ニーズが増大して
います。これらの課題をタイムリーに解決し
ていくためにも、『うらしま8000』による
精密地形探査や化学マッピング、『しんかい
6500』による観察、計測、サンプルリターン、
そしてフルデプス無人探査システムによる超
深海域での多面的調査など、潜水船や探査機
の強みを組み合わせながらデータ・サンプル
を取得し、これまで以上に効率的なサンプル
リターン航海を行うことが必要です」（野牧氏）
　では、現在 JAMSTECが挑もうとしている
サンプルリターンプロジェクトとはどのよう
なものなのだろうか。次のページからは主な
６つの取り組みについて紹介していこう。

超深海の謎を解き明かす 
サンプルリターンの必要性

　これまで JAMSTECでは、「しんかい6500」
などの研究船・探査機を用いて、母船からの
海底地形調査・地球物理観測、深海における
観察・計測によるデータ収集、そこから得ら
れた情報をもとにした試料採取（サンプルリ
ターン）、その後の陸上分析や各種再現実験と、
複数の手法を組み合わせた深海調査を実施し
てきた。サンプルリターンを含めた深海調査
は、超深海域の未知事象の解明につながると
して重要度が高まっている。野牧秀隆氏はそ
の背景についてこのように語る。
「数年前、マリアナ海溝の水深10700mで世
界最深の化学合成生態系らしき映像が撮影さ
れました。日本海溝の水深7400mの地点で
は、2011年３月の東北地方太平洋沖地震で
形成されたと思われる高さ約27mの巨大な
崩落崖も見つかりました。ただ、いずれの発
見もサンプルリターンが行われておらず、い
まだに詳細はわかっていません」

水深11000mに潜航可能な 
無人探査システムとは？

　このような中、2024年、中国のフルデプ
ス有人潜水艇「奮闘者」が、アリューシャン
海溝と千島海溝の水深9000mを超える地点
で世界最深の化学合成生態系を発見した。採
取された微生物の遺伝子解析などを通じて、
例えば超高圧下でも機能する新しい酵素の発
見などが見込まれるという。
　このように海外の深海調査が進展している
一方で、今、JAMSTECは大きな課題に直面
している。というのも、現在保有する潜水船・
探査機の中で一番深く潜航できるのは、「し
んかい6500」の水深6500mまで。つまり、
超深海域での潜航調査が不可能なのだ。実は
2003年までは無人探査機「かいこう」が水
深11000m、つまり世界最深のマリアナ海溝
最深部まで到達でき、海底の探査やサンプル
リターンを行っていた。しかし、「かいこう」
ビークル亡失以降、母船から水深11000mの
探査機までをつなぐケーブルの新たな開発に
は技術的なハードルが高く、現在はその深度
での遠隔操作型無人探査機（ROV）の運用は
できなくなっている。そこで JAMSTECでは、
水深11000mの超深海域におけるサンプルリ
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海底設置型の基地局「ランダー」と小型AUVを組み合わせた、
新コンセプトのケーブルレス無人探査システム。現在、通
信と測位を統合化した「通信測位統合装置」を開発し、複数
AUVの制御に成功。また、水深9200mにおいて、サンプリ
ングに必要なランダーの動作実証にも成功している。
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2025年７月に国内のAUV（自律型無
人探査機）で最深となる深度8015.8m
に到達した深海巡航探査機「うらしま
8000」だ。西田周平氏は、「うらし
ま8000」を利用した今後の調査の展
開についてこう語る。
「地すべりが起きた可能性がある海溝
の斜面は、細かな地形をしているだけ
でなく、深いところでは7000mを超
えるような場所もあります。このよう
な海域でも『うらしま8000』ならば、
海底近くまで潜って、高解像度の海底
地形・海底下構造データが取得できま
す。さらに現在、『うらしま8000』
だけではカバーしきれない広域の探査
を行うために、水深の浅い海域で複数
の汎用航行型AUVの投入も検討して
います。それらの併用が可能になれば、

う。金松敏也氏は次のように説明する。
「地震発生直後に行われた海底の地形
調査では、プレート先端が大きくす
べったことが確認されています。しか
し、あの巨大津波の発生は、それだけ
では説明しきれません。実は海溝軸の
もう少し陸側にある斜面でも、地すべ
りが起きていた可能性があることがわ
かっています。ただ、斜面の地形は細
かい崖になっているため、船上からの
音波探査だけでは詳細な構造を確認す
ることができず、体系的な調査が実施
されていないのです」

広範な海底調査を実現する 
複数探査機による連携とは

　そこで活躍が期待されているのが、

より短期間に詳細な海底の様子を知る
ことができるようになるはずです」
　またこのような調査は、地すべりを
起こした地形やその上の堆積物をより
詳しく観察できるだけでなく、その後
に検討されている堆積物のサンプルリ
ターンにも非常に有効だという。
「堆積物の採取では、ピストンコア
ラー（PC）と呼ばれる金属の筒を海
底に突き刺すことで、円柱状のコア試
料を取り出します。斜面付近の海底に
長年にわたって溜まっている地層を
PCで採取することができれば、そこ
に記録されている過去の地すべりの履
歴もわかるのです。そのためには、で
きるだけ詳細に地形を理解し、長期間
の記録が確実に得られる場所を探し当
てておく必要があるのです」（西田氏）

　巨大地震はこれまで海溝で繰り返し
起こってきたと予想されるため、地す
べりの履歴を理解することは巨大地震
や津波の発生メカニズムを解き明かす
重要なヒントになるのだ。

海底調査を進展させ、 
津波シミュレーションの 
改良を

「日本という国は、非常に多くの地震
が発生するエリアに属しています。こ
れらのメカニズムを解き明かすには、
東北はもちろん、南海トラフや紀伊半
島沖、日向灘など、この列島の周辺に
存在するさまざまな海底をできるだけ
速やかに調査する必要があります。特
に注目しているのは、関東大震災の震

源域にも含まれている房総沖。関東で
大きな地震が起こってから100年ほど
経っていますが、これまでの地震発生
のサイクルを踏まえるとすぐに調査が
必要だと考えます」（金松氏）
　房総沖は水深が一番深いところで
9000mほどあり、既存の探査機で調
査を行うことが難しかったという背景
がある。しかし、新たに改良された「う
らしま8000」はカバーできる範囲が
大きく広がったため、今後の活躍が期
待されている。
　これらの調査を通じて、詳細な海底
の地すべりマッピングができれば、巨
大津波シミュレーションを改良するこ
とにもつながっていく。太平洋側沿岸
域での津波対策を推進させていく新た
な調査にぜひ期待したい。

日本海溝の地形図から判別した地すべりの兆候がある地形。地すべり起因とされる津波発生を評価するのに不可欠な高分
解能地形調査や地すべり履歴調査は、いまだ実施されていない。赤い四角で囲まれた海域の高分解能海底地形・地下構造探
査が急務である。 （Kawamura et.al 2012から抜粋: https://doi.org/10.1029/2011GL050661）

海溝軸の斜面でも 
地すべりが起こっていた!?

　2011年３月11日、三陸沖の深さ約
24kmを震源とする東北地方太平洋沖
地震が発生した。この大地震は、国内
観測史上最大規模のマグニチュード
（Ｍ）9.0を記録。地震に伴って発生し
た巨大津波は、岩手、宮城、福島県を
中心として太平洋沿岸部に甚大な被害
を与えた。
　この津波の原因とされているのが、
日本海溝最深部の近くでプレート境界
の浅い部分が水平方向に最大で約50m、
垂直方向に約10mもずれ動いた“slip-
to-the trench”と呼ばれる海底地すべ
り状の動きである。しかし、その因果
関係はいまだに解明されていないとい

東北地方太平洋沖地震で発生した巨大津波は、
海底で起こった巨大な地すべりに起因した可能性があると言われている。
しかし、その謎はいまだ解明されていない。
ここでは、海域地震火山部門 地震発生帯研究センターの金松敏也氏と、
同部門 地震津波予測研究開発センターの西田周平氏に
海底地すべり調査において重要な精密地形調査と
それに基づくサンプルリターンについて解説してもらった。
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地震発生帯から採取されたコア試料。上は地球深部探査船「ちきゅ
う」によってサンプリングされた南海トラフのコア試料。下は
米国の研究船によるもの。フキダシ内は、南海トラフから採取
した断層帯。過去に起きた地震で破壊されているのがわかる。
撮影：市谷明美・講談社写真映像部

地震前の海底

地震後の海底 海底に設置していた装置が移動

陸に近い領域は沈降

北米プレート

太平洋プレート

海溝軸

24m
31m

50m

北米プレートが南東～東南東方向に海溝軸まで
約50m移動し、上方に約10m隆起

「かいれい」の観測に基づく東
北地方太平洋沖地震時の宮城
県沖の地形変化の様子。従来
はプレート境界の浅い部分で
すべりは止まるものと考えら
れていた。しかし、この地震
では日本海溝近くの海底まで
達し、水平方向に最大で約
50m（黄色の矢印）、垂直方向
に約10mもずれ動いていた。
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の４つである。
　そもそも日本の近海は、なぜこのよ
うな鉱物に恵まれているのか̶̶。鈴
木勝彦氏はその理由として、日本列島
周辺の特徴的な海底地形を例に挙げる。
「海底熱水鉱床は、火山帯に特徴的に
産する資源。海底火山で生成した熱水
で岩石中の金属が溶け、それらが冷や
されて海底と海底下に沈殿することに
よって形成されます。日本列島は海洋
プレートが他のプレートの下に沈み込
む「沈み込み帯」であり、その入り口
となる海溝と平行して、内陸側に火山
帯が分布しています。そのため、フィ
リピン海プレートと太平洋プレートの
境界に位置する伊豆・小笠原や、ユー
ラシアプレートとフィリピン海プレー

日本近海の特徴的な海底が 
貴重な鉱物資源を生み出す

　周囲を海に囲まれ、排他的経済水域
（EEZ）を含めると世界第６位の海域
面積を持つ海洋国家・日本。海岸から
沖合に向けて深く険しい海底地形が広
がっているこの近海には、世界的にも
非常に希少な海底鉱物資源が豊富に存
在すると推定されている。それが、銅
や亜鉛、鉛、金、銀などを含む「海底
熱水鉱床」、コバルトやニッケル、白金、
レアアースなどを含む「コバルトリッ
チクラスト」、マンガンやコバルト、
ニッケル、レアアースなどを含む「マ
ンガンノジュール」、そして高いレア
アース含有量を誇る「レアアース泥」

トの境界に位置する沖縄トラフなどに
熱水鉱床帯が存在するのです。一方、
熱水鉱床以外の３つの鉱物は、形成さ
れるまで数千万年という長い時間を要
するので、古い海底であればあるほど
成長した資源を発見することができま
す。特に、日本列島に沈み込んでいる
太平洋プレートの西端は世界で最も古
い海底であるため、非常に多くの鉱物
資源を発見できると見込まれています」

拓洋第３海山で採鉱された 
厚さ13cm程度のクラスト

　JAMSTECでは、「１億年以上経過し
た古い海山には、コバルトリッチクラ
ストが普遍的に存在するのではないか」
という仮説を立て、地形が古いとされ
る拓洋第５海山（南鳥島から南西約
150kmに位置）や拓洋第３海山（房
総沖から東南東350kmに位置）など
をはじめ複数の海山を調査している。
2017年の拓洋第３海山における調査で
は、海山の斜面にクラストが連続的に
分布するのを初めて確認し、約13cm
程度のクラストをサンプルリターンす
ることにも成功した。
　また現在は、試験潜航が続けられて
いる深海巡航探査機「うらしま
8000」を使用し、拓洋第３海山での

新たな調査も始まっている。７月に行
われた調査の背景について、金子純二
氏はこのように説明する。
「13cmのコバルトリッチクラストを
採取した2017年の調査では、無人探
査機（ROV）で北東の斜面の５地点
に潜航しました。その際、そのエリア
一帯がクラストに覆われていることを
確認したのですが、実は新たな問いも
生まれたのです。今は海山の“点”の
部分しか調査ができていないけれど、
これを“面”で調査すると、もしかし
たら『海山全体がクラストに覆われて
いる』ということが見えてくるのでは
ないか、ということです」
　そこで、新たな調査では「うらしま
8000」で前回の各観察地点の上を航
走し、音響探査で高精度の地形データ

を取得。その結果、それまで点でしか
得られていなかったデータを面に広げ
られ、海底におけるクラストの分布や
連続性を確認できるようになった。こ
れらのデータは現在解析中だが、今後
この工程を続けていくことで、クラス
トの詳しい分布はもちろん、産状や成
因の条件なども解明できると考えられ
るという。

海山とそこに形成する 
資源の一層の理解と 
将来の利用に向けた 
課題を解決するために

　とはいえ、拓洋第３海山は非常に巨
大。頂部で約90km²、海山全体は約
2400km²と東京都全体より広く、さ
らに海底からの高さも約4000mと富
士山より高く、他にも今後の調査対象
となりうる同規模の海山が複数存在し
ている。今の調査ペースでは一つの海
山を網羅的に理解するまで非常に長期
間を要する。そこで期待するのが、
ROVや「うらしま8000」、有人潜水
調査船「しんかい6500」を同時搭載
できる新船の存在だ。
「現在建造を検討している研究船なら
ば、一度の航海で地形データの取得や
鉱物の採取を効率的に実施することが
できます。その結果、海山の理解を圧
倒的に進められるだけでなく、そこで
得られた海底鉱物に関する知見や調査
方法は、これらの資源を将来利用して
いく上でも大いに役立つはずだと考え
ています」（鈴木氏）

2017年、拓洋第３海山の水深3200m付近で採取された厚さ約13cm
のコバルトリッチクラスト。豊富に含むコバルトは、需要が拡大し
ているリチウムイオン二次電池の正極材料として利用される。

2025年７月、「うらしま8000」は、伊豆・小笠原海溝において、国内で開発した自律型無人探査機（AUV）と
して最深となる深度8015.8mに到達。また、拓洋第３海山での急斜面観測航行も実現した。

Blue Earth 177 (2026)
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13cm

拓洋第３海山海底資源は、そのタイミングでそこでできる理由がある。

どの水深にもクラスト
が一面に広がる。

1400～1700m付近

4300m付近

5500m付近

2500～2700m付近

3200m付近
拓洋第３海山における潜航
地点（水深1400～1700m、
2500～2700m、3200m、
4300m、5500mの５地点）。
どの水深にもクラストが一
面に広がっているのがわかる。
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量が今後も増加すると見込まれる中、
プラスチック炭素が海洋粒子中に占め
る割合は将来的にさらに高まると予想
される。その結果、数百年から数千年
という長い時間スケールで、炭素隔離
や生物地球化学的サイクルに深刻な影
響を及ぼす恐れがあるという。

現状把握の迅速な理解に向け 
より効率的な調査方法を

　深刻な海ごみ問題の対策を効果的に
立てるためには、「大量のプラスチッ
クごみが集積する日本の海を網羅的に
調査して現状を把握し、さらには将来
の汚染状況を予測することが肝要だ」
と髙橋朋子氏は言う。特に重要なのが、
海洋プラスチックごみの動態や分布を
予測する「海ごみ集積モデル」の確立
だ。しかし、中深層から大深度海域に
かけては、モデルの精度がまだ不十分。
広く、かつ深い海の様子を理解するに
は、複数の探査機や観測機器で調査を
進める必要がある。ところが、現在の
研究船では一度に搭載できる機材には
限りがあり、海域全体の把握に多くの

深海に溜まり続ける 
永遠に消えないごみ

　日常生活に欠かせない、プラスチッ
ク――。世界の生産量は2019年に4.6
億トンにも及び、2060年にはその約３
倍に達すると予測されている。一方、
海洋へ流出する大量のプラスチックご
みは、自然環境下ではほとんど分解さ
れない性質をもち、数千万トン規模の
「永遠に消えないごみ」として海に蓄積
を続けていると中嶋亮太氏は説明する。
「プラスチックごみは、海洋だけでな
く、河川、土壌、大気など、あらゆる
環境に広く拡散しています。北極や南
極の海、水深１万mを超える超深海
でも確認されており、プラスチックの
存在しない海はもはやないと言ってい
いでしょう」
　海洋で見つかるプラスチックごみは、

袋や容器のような目に見える大きさの
ものだけではない。紫外線などによっ
て劣化・破砕され、５mm以下まで細
かくなったマイクロプラスチックは、
水面付近から水深数千mに及ぶ深海
まで、海中のあらゆる水深に分布して
いる。比重の小さなプラスチックで
あっても、生物付着などによって沈降
し、深海へ運ばれていく、と中嶋氏。
日本の海はプラスチック汚染が特に深
刻な海域として知られており、深海底
の堆積物から見つかるマイクロプラス
チック量は、世界でもトップクラスだ
という。

マイクロプラスチックが 
物質循環を狂わせる？

　マイクロプラスチックは粒径が小さ
いがゆえに生物の体内に取り込まれや

行えば、迅速な実態把握が可能になり
ます」
　さらに、近年可能となった深海の現
場での化学分析など、複数の技術を同
時に運用することで水面から海底まで
のデータをシームレスかつ効率的に取
得できるようになり、将来像を高精度
に予測するためのモデル開発も大きく
前進する、と髙橋氏は期待を寄せる。
「深刻化する海洋プラスチック汚染の
実態を、より迅速に理解するためには、
深海調査技術の高度化が喫緊の課題だ
と考えています」

時間を要するのだ。
「複数の探査機や機器の『同時運用』
ができるようになれば、一度の航海で
調査できる内容も、得られるデータや
サンプルも増えるため、情報把握は大
きく進展します。例えば、深海巡航探
査機『うらしま8000』の音波探査に
よって高解像度の地形データを広範囲
で取得し、ごみが溜まりやすいと考え
られる場所を把握した上で、詳細に調
査を行うべきポイントを絞り込んでい
く。その後、有人潜水調査船『しんか
い6500』でそこへアクセスし、映像
撮影やプラスチックのサンプリングを

すく、食物網を通じて生態系全体へ影
響が波及する懸念がある。中嶋氏が現
在、特に注目しているのは「海中を漂
うさまざまな粒子に占めるプラスチッ
クの割合が増えていること」だという。
「海中に存在する自然由来の粒状有機
炭素のうち、マイクロプラスチックに
由来する炭素が、もはや無視できない
割合を占めていることがわかってきま
した。特に水深数千ｍの深層では、粒
子中に含まれる炭素の最大５％がプラ
スチック由来であることが明らかに
なっています」
　プラスチックに由来する炭素は、海
洋微生物に取り込まれることで、硝
化・脱窒といった地球規模の物質循環
を支える重要なプロセスに影響を及ぼ
す可能性がある。しかし、こうした影
響は未解明な点が多く、今後の研究が
急務だ。プラスチックの海洋への流出

海洋に浮遊するマイクロプラスチック。
目合い0.3 mmのプランクトンネットを
20分間曳網して採取されたもの。食品容
器の素材をはじめ、さまざまな材質のプ
ラスチックが破片となっている。

マイクロプラスチッ
ク分析用に、深海底
の堆積物をサンプリ
ングしている様子。
この堆積物に含まれ
るマイクロプラス
チックを調べる。

Blue Earth 177 (2026)

生態系や人類への深刻な影響が懸念されるプラスチック汚染。
近年のJAMSTECの調査では、多くのプラスチックごみが深海の水中や
海底に溜まっていることがわかってきたという。
問題解決のためには、どのような調査や技術が必要なのか。
地球環境部門 海洋生物環境影響研究センターの中嶋亮太氏、髙橋朋子氏に話を聞いた。

深
海
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

調
査
技
術
の
高
度
化
が
急
務

深
海
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
「
溜
ま
り
場
」⁉

2017年、釜石沖の水深約690mの海底を無人探査機「ハイパードル
フィン」が撮影した画像。日常で使われるさまざまなプラスチック
が堆積している。
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日本の活火山のうち、 
約３分の１が海域火山

　世界でも有数の火山大国である日本
には活火山が111座もあり、北海道か
ら沖縄まで全国各地に広く分布してい
る。この111座の活火山のうち、海域
火山は34座。つまり、日本全体の活
火山のうち３分の１が海の中に存在し
ている。しかも、その種類は多種多様
で、海面から活動を捉えやすい火山島
もあれば、海の奥底でひそかに活動を
続ける海底火山もある。このような海
域火山について、羽生毅氏は、「実は
過去の活動が把握できている海域火山
は一部だけで、存在はわかっているも
のの、いまだ実態が不明なものも多く
残されている」と説明する。

「例えば、2023年10月に太平洋沿岸
の広い範囲で津波が観測されました。
その際、小規模な地震活動も確認でき
たのですが、実は発生した津波はそれ
だけでは説明がつかないほど大きなも
のでした。そこで、津波が来た方向や
地震の震源をもとに津波の発生源と推
測された場所を調査したところ、八丈
島の南約400kmにある今までは活火
山だと考えられていなかった『孀

そうふ
婦海

山』が噴火し、海底の地形が変化した
ことで津波が発生した可能性が高いと
いうことがわかりました」
　そのほかにも、伊豆大島の南側にあ
る「大室ダシ」では、海底の高まりの
中央に火口のようなくぼみが見つかっ
ており、以前から「火山の可能性があ
る」と考えられていたという。しかし
ながら、過去の活動履歴についてはよ
くわかっていなかった。そこで、無人
探査機を使って調査を行ったところ、
少なくとも数千年前に活動があった火
山だということが判明したという。

火山活動を知ることは、 
災害の軽減にもつながる

「防災を考える上で、どの海域に、ど
のような火山があるのかを理解してお
くことは非常に重要」と羽生氏。しか
し、海域火山における研究調査の場合、
深海にアクセスすることが必須である。
そのため、陸上の調査に比べて大きく

後れを取っているという現状があるの
だという。
「火山活動というのは、長さの違いは
ありますが、ある程度の周期性が存在
します。調査を通じて『その海域火山
がどのような状態にあるのか』や『過
去にどのような活動が起こっていたの
か』を詳細に知ることができるように
なれば、海域火山における噴火のメカ
ニズムを解明できるだけでなく、時に
不意打ちで起こる海域火山噴火による
災害を軽減させることにもつながって
いくと考えられます」
　また、活動的な海底火山には熱水が
噴出しているところもあり、その周囲
は生物群集が発達したり、海底鉱床が
形成される場にもなっている。そのた
め、海底火山の調査は、暗黒生態系や
海底資源といったテーマとも相まって
進められるメリットがあるという。

複数の機器を組み合わせ、 
効率的な調査を実現

　このような海域火山の調査で重要と
なるのが、大きく分けて２つの手法だ。
ひとつは、地震や地殻変動のモニタリ
ングを実施し、火山のマグマの動きな
どを調査する手法。もうひとつは、過
去の噴火で噴出した溶岩や火山灰を採
取し、そこから過去の火山活動の状況
を調べる手法である。ただこれまでは、
一度の研究航海でこれらの手法を組み

合わせて調査を行うことができなかっ
た。「そのため、実施可能な作業やそ
れらに費やす時間が限られ、効率的な
調査を行うことが難しかった」と吉田
健太氏は振り返る。
「現在私たちは、2013年の海底噴火
で新島を形成し、今なお成長を続けて
いる西之島の調査を重点的に行ってい
ます。しかし、西之島があるのは、東
京から南に1000kmほどの場所にある
小笠原諸島。そのため、現場に到着す
るまでに２、３日はかかってしまうと
いう現状があります。しかも、航海中
に海が荒れてしまうと、さらに調査時
間も減ってしまう。一方、現在建造が
検討されている新しい研究船では、さ
まざまな調査を同時に行えることをコ
ンセプトに掲げています。例えば、『う
らしま8000』や自律型無人探査機
（AUV）で高精細な海底地形のデータ
を取得し、溶岩流や火山灰などの噴出
物の分布を調査する。同時に、船から
は『しんかい6500』や遠隔操作型無
人探査機（ROV）を使って溶岩を採取し
たり、ピストンコアラーを使って海底
のコア試料を採取する。このように、
一度の航海で複数の作業を並行して進
めることが可能になれば、今後、34座
もある海域火山の調査も加速度的に進
むはずです」

2021年８月、東京から
南へ約1300kmの位置
にある「福徳岡ノ場」で
爆発的な噴火が発生。
噴火による直接的な被
害はなかったものの、
大量の軽石が海流に
乗って沖縄や奄美に流
れていき、海運や観光、
周囲の生態系に大きな
影響を与えた。

Blue Earth 177 (2026)

2025年３月、無人ヘリコプターの船上発着と衛星通信による遠
隔操縦を組み合わせることで、火山活動が続く西之島の観測に
成功したときの様子。この調査により、島への接近が困難な火
山島においても安全に広範囲な観測が可能となった。また、従
来のドローンによる観測も併用して行うことで、活動的な火山
島の観測を効率的に行うことが期待されている。
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内
部
研
究
セ
ン
タ
ー
の

羽
生
毅
氏
、
吉
田
健
太
氏
に
話
を
聞
い
た
。

海
域
火
山
の
活
動
と

噴
火
履
歴
調
査

存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い

火
山
に
ア
ク
セ
ス
せ
よ
！

2023年11月の航海調
査で、西之島周辺の海
域でピストンコアラー
を用いて海底堆積物の
コア試料を採取したと
きの様子。西之島北側
の沖で採取した約
1.5mのコアは、一様に
黒い火山灰で、2020年
の噴火で大量に放出さ
れたものと考えられる。

撮影・出典：海上保安庁ホームページ（https://www1.kaiho.mlit.go.jp/GIJUTSUKOKUSAI/kaiikiDB/kaiyo24-2.htm）
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2030年までに陸と海の30％以上を健全な生態系として指定し、効果的に保全していこうとする国際目標「30by30」。
その達成のためには、深海を含む海洋の生物多様性に関する理解の促進が重要であり、

そのためには深海からのサンプルリターンを含む海洋調査の今まで以上の推進が急務となる。その調査の課題とは何なのか、
地球環境部門 海洋生物環境影響研究センターの川口慎介氏、矢吹彬憲氏に話を聞いた。

深海生物多様性研究
――生物多様性条約および海洋保護区への貢献

海洋生態系における30％以上の保全を目指せ！

　その理解に向けた調査で特に重要に
なるのが、いつ・どこで・どのような
調査を行うべきかという研究デザイン
だ。広範な海洋を闇雲に調査すること
はコストの面でも人的リソースの面で
も現実的ではない。川口慎介氏はこの
ような説明をする。
「例えば、環境省が指定している沖合
海底自然環境保全地域は、主に深海底
に位置していて、そこには日本海溝や
伊豆・小笠原海溝といった海溝、また
マリアナ海嶺や七島海嶺などの海山が
含まれています。このような複雑な地
形を確認するため、海洋生物のサンプ
リングを行う前に研究船の上から音響
探査を実施し、詳細な地形データを取

洋生物の多様性に関する理解はいまだ
限定的であり、現在認識できている海
洋生物の多様性は、真の多様性の約
10％に過ぎないという見積もりも存
在する。特に、アプローチがいまだ限
定的であり、サンプルの取得に制限が
ある深海環境においては、数多くの未
発見・未記載の生物が存在している。
実際にこれまで JAMSTECが行ってき
た海洋調査において数多くの新種生物
が発見報告されており、その中にはこ
れまでの生物進化の常識を覆すような
重要な発見も含まれている。それらの
理解促進こそが、より適切な海洋保全
と多様な生物が誕生した進化史の理解
につながると期待されている。

得する必要があります。また、海水温
によって生態系が異なるため、同時に
水温を測る調査も進めていきます。そ
のようにして、海洋全体の生物多様性
の把握に向けて、生物採集以外の調査
手法も駆使しています」

日本周辺に存在する 
多くの「未調査海域」の 
研究価値

　海洋生物の多様性に関して、日本周
辺はとりわけ重要な環境である。日本
のEEZ内には、日本列島の地質学的な
成り立ちに起因する多様な環境が存在
する。水深8000mを超える日本海溝

や複数の海山が連なった海山列などが
その代表であり、そこには化学的にも
構造的にも多様な環境が存在する。そ
れぞれの環境には、そこに息づくユニー
クな生態系が存在することが確認され
ているが、その理解はいまだ限定的で
あると矢吹彬憲氏は語る。
「これまでの調査では、比較的調査を
実施しやすい海域や、熱水域など研究
者の関心（あるいは話題性）が高い海
域が研究対象として選ばれやすい傾向
にありました。その一方で、これまで
調査が行われていない海山は多数あり、
その外側斜面にもこれまでに認識でき
ていなかった生物多様性が存在するこ
とも近年の調査からわかっています。

日本の資源であり資産でもある高い生
物多様性をより正確に理解するには、
多くの未調査海域を対象とした研究が
欠かせません」
　また、過去に調査を行った海域でも、
最新のサンプリング方法を用いること
で、新たな発見が生まれる可能性もあ
ると川口氏は続ける。
「例えば2024年に直径約１km程度の
海山を網羅的に調査したところ、20
年前の報告と比べて５倍以上多くの種
類の生物が確認できました。サンプリ
ングツールの高機能化やビデオカメラ
の解像度、さらには研究者やパイロッ
トの知見の蓄積など、20年間の科学
技術の進展によって調査能力が向上し、
かつては捉えられなかった多様性の詳
細に迫れるようになったからです。こ
の観点で言えば、数十年前に調査した
ことがある海域といっても、実質的に
は未調査海域のようなものです」

新技術が可能にする調査が 
生物多様性の理解を 
促進させる

　現在 JAMSTECでは、深海における
サンプルリターンを加速させるべく超
深海での調査を可能にする新たな探査
機の導入を進めている。また、これら
を同時運用することが可能な新たな研
究船の建造も検討している段階だ。こ
のような新たな調査を可能にする技術
力が加わることで、深海における生態
系の理解とその保全に関する施策は飛
躍的に向上していくだろう。
「当然のことながら、調査効率が上が
れば、調査する場所の数を増やすこと
ができます。また、ラボにサンプルが
届けられるまでの時間を短縮すること
ができれば、より新鮮なもの、より形
状の欠損が少ないものを手に入れられ
るようにもなるでしょう。その結果、
生物そのものだけでなく、深海の環境
に関する情報の量も質も高まるため、
生物多様性を理解する手掛かりとなる
データ整備は圧倒的に進んでいくと考
えられます」（矢吹氏）

新たな保護区設定に不可欠な 
生物多様性への理解

　現在、日本では、排他的経済水域
（EEZ）の約13％が海洋保護区として
設定・管理されている。国際目標
「30by30」を達成するには、今後更な
る保護区の認定や、自然共生サイトと
呼ばれる民間の取り組みなどによって、
生物多様性の保全が図られている区域
の認定が必要となっている。一方で、
広大なEEZの中から、新たに保護区や
自然共生サイトを設定・認定するため
には、調査を通じた環境ごとの生物多
様性や、生態系構造全体に関するより
正確な理解が欠かせない。しかし、海

Blue Earth 177 (2026)

自然環境保全法に基づいて指定されている、沖合海底自然環境保全地域。主に、海底の地形や地
質、自然現象に依存している生態系など、自然環境が優れた状態で残されている海域が選ばれ
ている。生息する生態系は、海溝、海山、熱水とそれぞれの地質学的特徴によって大きく異なる。

潜航調査でサンプルリターンした深海生物は、生物そのものを
調べるだけでなく、生態系内の生物間の捕食・被食関係の分析
による鍵生物種（少量ながらも、生態系に大きな影響を与える
生物種）の特定や、特定の集団における遺伝的な情報の網羅的
な調査による多様性の解析が行われる。
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海底下からの熱水の湧出に伴ってできた「ポックマーク」と呼ばれる特徴的なく
ぼみ。穴から出てくる湧水を採取したり、周辺の堆積物を採取することで、熱水
の起源やそこに成り立つ微生物生態系に関する情報を得ることができる。マリ
アナ海溝のアウターライズ域で「しんかい6500」により撮影。

Blue Earth 177 (2026)

その99％以上が「未知」だと言われている、深海や海底下の生物。
何しろ、これまで探査機のカメラで観察された深海底の面積は0.001%以下とされ、
近年でも調査のたびに新たな生態系が発見されているのだ。
深海底だけでなく、実はその直上の海水中にも広がるという未知の深海生態系調査
について、超先鋭研究開発部門 超先鋭研究開発プログラムの野牧秀隆氏と
地球環境部門 海洋物理・化学研究グループの重光雅仁氏に話を聞いた。

深海暗黒生態系の解明
いまだ解明されていない深海の生態系を求めて

新たな発見が相次ぐ、 
「暗黒生態系」

　相模湾初島沖のシロウリガイ群集、
沖縄トラフの熱水生態系、日本海溝の
海底に広がるウシナマコの大群、富山
湾海底谷で流れに向かって「口」を開
けて林立するオオグチボヤ。日本近海
の深海底には、海底下の地質現象、海
底地形による流れ、そして海洋表層の
植物プランクトン群集などに応じて多
様な生態系が見られる。JAMSTECで
は、これらの生態系の成り立ちについ
て、地質学、海洋化学、動物学、微生
物学などさまざまな研究者が協力して
謎に挑み、数々の発見をしてきた。し
かし、今でも深海底では未知の「暗黒
生態系」が発見されているという。暗
黒生態系の調査の現在について、野牧
秀隆氏はこう説明する。
「例えば、最近ではアウターライズ海
域で変わった生態系が見つかりつつあ
ります。アウターライズというのは、
海洋プレートが海溝付近で沈み込む前
に曲がってできた高まりで、プレート
が曲がるために周辺には断層がたくさ
んできます。2019年に中国の潜水船が、

マリアナ海溝アウターライズの断層沿
いに熱水が湧きだし、直径数mもの
穴がいくつも開いていることを発見し
ました。JAMSTECでも2023年に『し
んかい6500』で調査し、熱水に含ま
れる化学成分の源や特異な微生物群集
についての謎を解き明かしているとこ
ろです。また、東北沖アウターライズ
にあるプチスポットという火山のそば
で『新青丸』が採取した岩石からも低
温熱水活動の証拠が見つかっています。
潜航調査を行えばプチスポットの麓に
息づく新たなタイプの生態系が発見で
きるかもしれません」

一見普通の海底に 
広がっている 
未知の生態系とは

　一方、熱水噴出域や冷湧水域など、
地質学的に特異なスポットに息づく海
底の生態系以外にも、実は未知の生態
系が成り立っているらしいと、重光雅
仁氏は説明する。
「海底と海洋の境界では、海流と海底
地形との相互作用や半日周期の潮汐流
により海底付近では乱流が発生し、底
層混合層が形成されます。この底層混
合層の中には、海底の微生物群集とも、
混合層の上の海水の微生物群集とも異
なる特異的な生態系が存在し、これら
は物質循環に重要な役割を果たしてい

る可能性があることがわかってきました」
　重光氏と野牧氏は、ともにJAMSTEC
で数多くの調査航海に参加しているが、
実は同じ航海で調査をしたのは2019
年の「かいめい」航海ただ一度。
「私はCTD採水器を用いて、国際的
に決まった手法で海水の物理化学組成
を約55kmおきに調べ、海洋環境の把
握を行うのが主な仕事です。一方で、
野牧さんは採泥器で泥を採ったり、海
底の変わった場所を無人機や有人潜水
調査船で観察して泥や生物を採取する
のが主な仕事。調査海域も使用する機
器も異なるため、それまで互いの研究
はインタラクティブにつながりません
でした。ただ、2019年の航海がきっ
かけで、泥と海水との間での物質循環
の重要性と、その２つをどういう調査
でつなぐかを考えるようになりました。
新船で両方同時に調査できれば、例え
ば潮汐による泥の巻き上げなどに限ら
ず、アウターライズの熱水活動など、
海底面で起きていることと、その影響
が水柱に及ぶことについて、海底から
海洋表層までを一体にしてその関係性
が鉛直的に調べられるようになります」

船上の研究者の多様性が 
未知の生態系の謎を解くカギ

　調査手法や研究対象の違いは、実は
研究スタイルや思考にも影響を及ぼす。

2017年の「みらい」航海の経験をも
とに野牧氏は語る。
「その航海では『みらい』では珍しく
曳航式カメラやドレッジ、マルチプル
コアラーなどを組み合わせ、海洋表層
の生物の大発生と海底への影響を調べ
ました。その日までの調査内容に基づ
き仮説を検証し、海底地形をもとに翌
日の調査地点と調査項目を決めて進め
ました。この航海の様子は、乗船して
いたテレビ局の方が後日番組としてま
とめ、『みらい』でも上映されました。
上映時は、採水を行う『みらい』の王
道ともいえる航海でしたが、乗船研究
者からは『翌日の調査地点も決まって
いないなんて、なんて無計画な航海だ』
という声もあったそう。でも、僕らか
らすると『ずっと決まったところで無
色透明の海水を採取し続ける航海なん
て飽きてしまうだろう』と思うのです」
　重光氏は笑いながら、こう続ける。
「どちらが正しい、偉いということで
はないのだと思います。互いにそれぞ
れの科学目標があり、最適な手法を模
索しながら航海を進めています。でも、
新船ができれば、私や野牧さんのよう
な研究者が一緒に乗って、互いの目的
と考え方をきちんと理解できるように
なるでしょう。２つの研究文化が組み
合わさると何が見えてくるのか。その
部分に大きく期待しています」

CTD採水器から採水する研究者たち。さまざまな水深から中央灰色のニスキンボ
トルに採取した海水を、塩分や栄養塩、微生物などの分析用に専用容器へ分取する。
その海水を精密に、厳密に分析すると、海洋の大循環や地球環境変動、それに伴う
微生物生態系の変動などを描き出すことができる。

日本海溝の水深7337ｍで「かいこう」によって採取された二枚貝の仲間「ナラクハナシ
ガイ」（ハナシガイ科）。エラに２種類の化学合成細菌を共生させ、冷湧水域に生息して
いる。発見当時は動物を伴う化学合成生態系としては世界最深記録であったが、2024
年に千島海溝の水深9500mで動物を伴う世界最深の化学合成生態系が発見されている。
（撮影：奥谷喬司博士）

マリアナ前弧北部のQuaker海山でみつかった蛇紋岩湧水生態系。
熱水噴出孔とは組成や形状が全く異なるチムニー構造が見られ
る。蛇紋岩反応に由来する強アルカリ性の流体が湧出している
ため、特異な（微）生物の存在が予想される。2025年12月にKM-
ROVで撮影（水深2215 m)。
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新・日本列島
創造論

超深海から再び日本列島誕生の謎に迫る

Blue Earth 177 (2026)

を得て、海洋プレートの沈み込みに
よって深海の堆積物や海洋プレートの
一部が付加され、それが陸側に押し付
けられる形で日本列島が形成されて
いったという新説を提唱したのです」
　その後、平氏の仮説提唱をもとにし
て、日本列島誕生のストーリーの大枠
が形作られるようになった。まず、南
方にあったユーラシア大陸の縁辺に海
溝が生まれ、そこに海洋プレートが沈
み込み、その際に海洋底の堆積物がは
ぎ取られて陸側のプレートに付加体を
形成することで日本列島の土台が生ま
れていく。その後、土台が誕生した陸
側のプレートの縁辺で活発な火山活動
が始まり、その影響で大地に亀裂が入
る。そこに海水が流れ込むことで日本
海が形成され、徐々に日本列島の原型
ができあがっていった――というものだ。

　日本列島は、どのように誕生したの
か――。1980年代、日本列島の起源
に迫る謎の解明が、飛躍的な進展を見
せた。そのきっかけとなったのが、地
質学者の平朝彦氏（JAMSTEC元理事
長）がプレートテクトニクス理論と深
海の微化石研究の視点から、「四万十
帯」という特異な地層の形成メカニズ
ムを明らかにしたことだった。その平
氏の発見について、高井研氏はこのよ
うに語る。
「平氏は四万十帯の地層を研究する際、
地質年代を特定できる『放散虫』とい
う化石を通じて、海に近い地層が若く、
海から離れるほど地層が古くなってい
ることを発見しました。そこから着想

大陸プレートの「付加体」が 
日本列島の土台になった

躍的に向上している。また、その波及
効果として、海洋における新たな現象
も次々と明らかになっている。これら
を既存の知見に統合することができれ
ば、「新たな日本列島創造論」が完成
するはずだ、と高井氏は言う。
「日本列島創造を知るブレイクスルー
となるのは『沈み込み帯』の解析です。
これまで海域火山・地震の各調査で得
られたデータは、統合的な情報として
も活かせるはずです。また、日本列島
の情報がより詳細にわかるようになれ
ば、『デジタルツイン日本列島』のよ
うなアプローチも可能になります。地
震・津波や火山活動といったさまざま
な事象を仮想空間上でシミュレーショ
ンできるようになるので、『この国が
今後どうなっていくのか』という未来
予測や、『国民生活を守るためには何
をすべきなのか』という安全対策も大
きく進展させることができるでしょう。
それ以上に、日本国民が日本列島の起
源、すなわち自分たちの住む土地の成
り立ちを理解することは、自分たちが
どのような背景やつながりでこの国に
生きているのかという自らの存在意義
を知ることにもなります。そのような
ありとあらゆる日本国民にとって関わ
りや思い入れを持てるようなサイエン
スの目標を掲げ、新しい超深海の研究
を推進できればと思います」

「平氏が提唱した『付加体仮説』は非
常に大きな契機となり、『日本列島創
造論』の解明に向けて多くの科学的知
見が集まるようになっていきました。
これらの知見は現在でもその有効性が
認められていて、日本列島の形成に関
する有力な根拠となっています。とは
いえ、今広く知られる『日本列島創造
論』は時空間的に限られた陸上の地質
記録の研究に依存していて、実は深海
を含めた最新の海洋調査の知見が考慮
されているわけではありません。日本
列島が形成していく過程で、地震・津
波、火山活動、資源形成といった現象
がどのように起こり、列島形成に対し
てどのような影響を与えたのかという
包括的な理解は依然として進んでいな
いと言えます。その理解を深めていく
ためには、日本列島の土台が生まれた
海溝域で海底面から海底下までの連続
的な調査・観測を実施し、諸現象とそ
の関連性を解明していくことが不可欠
なのです」
　平氏やその後の日本の研究者の作り
上げた日本列島形成論が誕生してから
40年以上経った現在、海洋研究の調
査技術も研究船や探査機器の機能も飛

全体像と局地調査が 
結びつけば地元の景色が 
変わっていく

付加体
海洋プレートが大陸プレートの下に沈み込む
際、海洋側の表面の堆積物がはぎ取られ、大
陸側に付け加えられた地質体。日本列島の多
くはいくつもの時代の付加体が集積し、その
一部が再配置されたつくりになっている。

沈み込み帯
重い海洋プレートが、大陸プレートの下へ年
間数cmの速度で沈み込んでいる場所。日本列
島周辺は太平洋プレートやフィリピン海プレー
トが沈み込む典型的な地域であるため、列島
が生まれた背景を知る上でも特に重要。

日本列島周辺の海溝
海洋プレートが大陸プレートの下に沈み込む
境界に形成される、深海底の谷状地形。日本列
島の土台は、周辺の海溝が長い年月をかけて
ダイナミックに変化し、その影響を受けるこ
とで誕生したと考えられている。

JAMSTECが挑戦しようとしている、
超深海におけるサンプルリターンプロジェクト。
そのフラッグシップ研究とも言えるのが、
「新・日本列島創造論」である。
このプロジェクトは日本列島が誕生する
過程で起こった土台形成や資源形成、
さらには地震、火山噴火、津波の履歴をも
理解し、国土の将来予測に
役立てていくものになるという。
そのビジョンについて、
JAMSTEC理事補佐を
務める高井研氏に解説してもらった。

プレートテクトニクス
地球上の十数枚の巨大なプレートが移動
することで起こるさまざまな地殻運動を
説明する理論。日本列島は太平洋プレート、
フィリピン海プレート、北米プレート、
ユーラシアプレートが衝突する複雑な境
界に位置する。

中央構造線
日本列島がユーラシア大陸の一部だった約１
億～8000万年前に大陸プレートの中で生ま
れた大きな断層で、日本列島の骨格を形成し
た構造線。日本列島を東西に貫き西南日本を
内帯と外帯に分ける境界線となっている。

フォッサマグナ
日本列島の中央部にある地質学的な大断
層（大陥没帯）。約2000万～1500万年前、
ユーラシア大陸から日本列島が分離する
際に日本海が拡大したことで形成され、
現在も活発な地震活動が見られる。

日本列島の
形成をめぐる
キーワード

四万十帯
南西日本の太平洋側に沿って赤石山脈か
ら紀伊半島、四国、九州、沖縄まで延びる
約1600kmの地層群。中生代白亜紀から
新生代古第三紀にかけて形成された付加
体が、複雑な褶曲（しゅうきょく）・断層
運動を受けて地表に現れたもの。

写真は、四万十帯中の陸上に露出した巨大分岐断層。

基盤地質構造図　
平（2004）より
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「現段階では航海に必要な安全性は確
保していますが、経年劣化は進み  、  年
に一度の検査では補修が必要な箇所が
毎回見つかります。タンクや配管の破
孔も目立ってきました。また、搭載  機
器がすでに製造を終了していて、補修
部品の入手も難しいという問題もあり
ます」 

探査機を同時搭載・運用して 
研究ターゲットに迫る

　日本は世界でも指折りの広大な深海
域を持つ「深海大国」  だ。だが、    前述
の研究船、探査機の老朽化  が進む    一方  、  
近年諸外国の深海探査能力が向上して
いることと比べると、特に潜航深度や
超深海でのサンプル採取という点にお
いて、日本の深海探査能力は後れを

深刻な老朽化に直面する 
深海探査船・探査機

1971年、前身となる「海洋科学技
術センター」が発足して以来、優れた
海洋科学技術で世界をリードする研究
開発を  続 け るJAMSTEC。1980年代以
降は有人潜水調査船の「しんかい
2000」「しんかい6500」をはじめさ
まざまな探査機を保有し、これらの母
船ともなる研究船と合わせた運用  で    世
界の海洋調査に大きく貢献してきた。 
　しかし現在、それらの深海探査船や
探査機のいくつかは老朽化箇所や不具
合箇所が非常に多くなったことから、
修繕に必要な期間をより多く確保する
必要があり、稼働率の低下に直面して
いる。特に深刻なのは、「よこすか」だ。
その現状について、小椋徹也氏はこ  う    
語る。 

取っている。このような課題を解決す
るためにも、現在、省人化や自動化な
どの最新技術を取り入れた 新たな母船
の建造が検討されている。その新船の
鍵を握るのが 「『しんかい6500』を含
めた複数の異なる深海探査機を同時に
搭載・運用できる機能を備え、深海域
の探査やサンプリングの効率化を可能
にする」というコンセプトだ。その背
景  を    松永祐氏はこう説明する。 
「JAMSTECには、約50年前の設立以
来、数々の深海探査機を開発・製造し、
それを用いた探査  の    実績があります。
また、それらの経験を通じて、広大な
深海底から研究に必要なサンプルを探
索し、採取する方法など  数多く  の知見
が  得られてきました。しかしこれまで
は、 精密地形調査や各種計測からサン
プリングに至るまで非常に時間がか
かっていました。洋上ではAUV（自

律型無人探査機）と潜水船・探査機の
入れ替えが困難で、港に戻ってクレー
ンを使う必要があるからです。これら
を同時に積んで入れ替えができる母船
が登場すると状況は一気に好転します 。
そこで  新船では、複数の探査機や調査
機器を同時搭載・運用可能とすること
で、新たな深海探査・採取プラット
フォームを構築し、それによってサン
プルリターンをより効率化していくこ
とを目指します」 

シームレスな調査により 
短期間でより多くの成果を

　JAMSTECでは、新船建造プロジェ
クト準備室を新たに発足。本特集でも
取り上げた、６つの科学テーマ・社会
課題に挑む研究者も  チームに  参画  。      各
研究に不可欠な調査手法  を想定し    、新

船に必要な機能について詳細な検討を
進めているという。 
  「海底で起きている現象を理解する上
でも、最適な調査  箇所を選定する上で
も、海底地形調査が重要です。この調
査は研究船からエコーを使って測深し
地形図を作成しますが、海底からの距
離が遠いため、広範囲を調べられる代
わりに細かい地形は苦手という特徴が
あります。AUVは海底に近づいて測
深できる  ので    詳細な地形図が作成可能
です。中でも、『うらしま8000』は
超深海の海底の様子を高い解像度で捉
え  られ    ます。ほかにも、取り回しやす
い    小型   AUV  の    同時  運用  も    検討してい
ます。まずこれらのAUVで広域を覆
うように調査したい海底全体の様子を
高解像で捉え、狙いをつけたポイント
を人が操作するROV（遠隔操作型無
人探査機）や『しんかい6500』、そし
て現在開発  中の    フルデプス無人探査機
で詳しく調査していく。      加えて、  長い
ケーブルを深海まで伸ばして    生物を採
取するネットや    トロール、堆積物を採
取する          ピストンコア、    岩石を採取する    
ドレッジといった    、    実績豊富な調査機
材もひとつの航海で組み合わせて使え
るように検討しています。こうするこ
とで、巨大地震のような突発事象発生
時にも短期間で統合的な調査を行える
のです」（小椋氏）    
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現在構想されている新船のイメージ図。AUVや
「しんかい6500」、フルデプス無人探査機といっ
た深海調査に不可欠な探査機を同時搭載・運用
することが大きな特徴になっている。

海溝域の広範囲探査

8000m級AUV

「うらしま8000」

新たな
フルデプス無人探査機

フルデプスでの調査・作業

（ランダー＋作業型AUV）

各種探査機を組み合わせて
同時かつ効果的に調査

有人潜水調査船

「しんかい6500」
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一度の研究航海で 
サンプルリターンを達成する重要性

難波　一方近年は、日本の深海探査能力が
海外に後れを取ってきているという問題も
あります。ただ、新船での建造計画では、
ある突出した性能を持たせることではなく、
活躍実績のあるさまざまな探査機を同時搭
載・運用することを可能にして、船全体で
深海探査能力の効率性を高めていきたいと
いう思いがあります。 
川間　これまでの研究航海では、目的とす
るサンプルやデータを確実に得るためには
用途に合わせて使う船を変えて、複数回の
航海が必要でした。しかし、現在検討中の新
しい船では、複数の探査機や観測装置を同
時に運用可能とすることで、効率的な研究
航海ができるようにしたいと考えています。 

難波　「しんかい6500」の支援母船である
「よこすか」が完成したのは、1990年のこ
と。人間で言えば、今年 度 で36歳になり
ます。実は、研究船をこれほど長い間使い
続けるということは、通常ほとんどありま
せん。そのゆえ、老朽化は本当に深刻です。
対策工事は続けているものの、部品が製造
終了になっていて入手が難しいこともある
ので、今の状態を維持するだけでも苦労し
ています。
川間　設計したのが30年以上前というこ
ともあり、居住機能面でどうしても現代の
ニーズにマッチしないという部分もありま
す。例えば「よこすか」は乗組員を含めて
60人乗船できますが、女性用トイレにつ
いては１カ所しかない。ランドリーやシャ
ワールームなどは後から改装して加えられ
てきましたが、やはり設計に限界があるの
でどうしても古さを感じてしまいます。
川口　もちろん研究船なので、 調査能力 は
アップデートされています。しかし、 女性
対応をはじめとする居住機能面の古さが致
命的です。サンプルリターン船には、サン
プル処理を行う「人」の存在が不可欠です。
海洋調査に興味がある人も少なくはない。
それにもかかわらず、船内設備の不便さや
不快さが乗船を躊

ちゅうちょ
躇させていて、多様な人

材が海洋調査に参画する障壁になっていま
す。だからこそ、人類の海洋理解増進のた
めに、居住性が決定的に重要なので    す。 

研究人材の“参入障壁”となる、 
研究船の居住問題とは？

川口　以前の研究航海で、海水の調査で海
底熱水活動の兆候を見つけながらも、海底
まで潜れずサンプルを採取できなかった、
ということがありました。サンプルリター
ンが実現したのは、その３年後の航海。も
し一度目の航海で研究船に「しんかい
6500」やROV （無人探査機）を搭載できて
いたら、３年早く成果が得られていたはず
です。金銭や労力の効率性だけでなく、い
ち早く研究成果を得るためにも、同時搭
載・運用のデザインを組み込んだ新船を建
造することが大切です。 

多様な研究者たちが集う 
新たなプラットフォームの創造へ

川間　ただ、ひとつの船の上で複数の探査
機器を同時運用するというのは難しい部分
もあります。例えば「しんかい6500」と
ROVではオペレーションの手順が違いま
すし、その際に使用する機材も異なります。
それぞれの探査機器のノウハウや経験を活
かしながら、どうすれば一度の航海で運用
が可能で、どうすれば効率的な調査ができ
るか。これから関係者のみなさんと考えて
いく必要があります。
難波　また、現段階では新船における理想
を追求していますが、それをすべて叶える
となると非常に大きな船になってしまう可

能性もあります。そのため、どこかの場面で、
搭載する機器や機能の絞り込みを行わない
といけないかもしれません。
川口　この検討で大切なのが、「どんな海
洋調査をこの国で実現していくのか」とい
う大局的な視点です。新船に搭載する個別
の探査機が発揮できる能力とその組み 
合わせで発揮できる能力だけでなく、
JAMSTECが保有している他の研究船、大
学研究機関・民間企業などが保有する日本
全体の研究船も含めて、能力のすみ分けや
相乗効果を踏まえた最適化を考えていかな
くてはいけません。
難波　そのようなさまざまな建造に向けた
議論を通じて、日本はもちろん、世界中の
たくさんの研究者が「自分も乗ってみたい」
と思えるようなプラットフォームをつくり
あげていく必要があります。その結果、こ
の新船に多様な研究者が集まって、新しい
発見を生み出せるようになっていってほし
いと思います。
川間　同感です。採取したばかりのサンプ
ルを前に、その場で研究者たちが議論した
り、アイデアを交換したりできる場になっ
てほしいですね。
川口　そうですね。船上での暮らしやすさ
や研究調査の効率の良さはもちろんのこと、
新船が持つ総合力で世界一の研究船になっ
てほしいと思います。

2026年１月２日、水深10000mを超えるマリ
アナ海溝にて、ジャイアント・ピストン・コア
ラー （GPC）による海底下 約19.4m   のサンプル
リターンを実施し、世界最深となるコア試料
を採取した。４日にもコア試料採取を再度成
功（写真）。同航海では、（微）生物や海水などの
サンプルリターンも実施された。

現在、急ピッチで続けられている新船建造の構想。
いくつもの課題が累積する中、
どのようにして新たなプラットフォームを構築していくのだろうか――。
特集の最後を飾るこの鼎談企画では、
新船建造プロジェクト準備室の難波康広室長、川間格氏、川口慎介氏が登場。
構想のアイデアが生まれた背景や今後の活用などを中心に
新船の未来を展望してもらった。
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JAMSTEC公式YouTubeでの
配信アーカイブはこちら
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Concent, Inc.

株式会社IHI
株式会社IHI原動機
株式会社アイケイエス
株式会社アクト
アジア海洋株式会社
株式会社天野回漕店
株式会社アルファ水工コンサルタンツ
株式会社安藤・間
いであ株式会社
株式会社伊藤高圧瓦斯容器製造所
伊 藤忠テクノソリューションズ 
株式会社
株式会社INPEX
潮冷熱株式会社
株式会社宇津木計器
海のみらい静岡友の会
エアロトヨタ株式会社
株式会社エス・イー・エイ
株式会社SGKシステム技研
NECネッツエスアイ株式会社
株式会社エヌエルシー
株式会社NTTデータCCS
ENEOS Xplora株式会社
株式会社江ノ島マリンコーポレーション
MHIマリテック株式会社
株式会社OCC
王子ホールディングス株式会社
株式会社オーシャンウィングス
岡本硝子株式会社
株式会社OKIコムエコーズ
沖電気工業株式会社
株式会社オフショア・オペレーション
海洋エンジニアリング株式会社
海洋電子株式会社
鹿島建設株式会社

カナデビア株式会社
株式会社カネカ
川崎重工業株式会社
川崎地質株式会社
株式会社KANSOテクノス
株式会社キュービック・アイ
共立インシュアランス・ブローカーズ
　株式会社
極東貿易株式会社
株式会社熊谷組
株式会社グローバルオーシャン
　ディベロップメント
株式会社KSP
KDDI株式会社
興研株式会社
株式会社構造計画研究所
神戸ペイント株式会社
広和株式会社
株式会社COAST
コスモス商事株式会社
株式会社コノエ
五洋建設株式会社
相模運輸倉庫株式会社
佐世保重工業株式会社
三洋テクノマリン株式会社
三和化成工業株式会社
株式会社ジーエス・ユアサテクノロジー
JFEアドバンテック株式会社
株式会社紫光技研
静岡市
次世代海洋調査株式会社
シチズン時計株式会社
株式会社SIX VOICE
シナネン株式会社
株式会社島津製作所

清水建設株式会社
清水港振興株式会社
下里製作株式会社
シモダフランジ株式会社
ジャパンマリンユナイテッド株式会社
シュルンベルジェ株式会社
株式会社昌新
株式会社商船三井
商船三井マリテックス株式会社
鈴与株式会社
株式会社スペースワン
セイコーウオッチ株式会社
株式会社関ケ原製作所
石油資源開発株式会社
セナーアンドバーンズ株式会社
損害保険ジャパン株式会社
ダイキンMRエンジニアリング
　株式会社
大成建設株式会社
ダイナースクラブ
ダイハツインフィニアース株式会社
有限会社田浦中央食品
株式会社地球科学総合研究所
中部電力株式会社
株式会社鶴見精機
株式会社帝国機械製作所
寺崎電気産業株式会社
株式会社寺本鉄工所
東亜建設工業株式会社
東京海上日動火災保険株式会社
東京製綱繊維ロープ株式会社
株式会社東京チタニウム
トーホーテック株式会社
東北環境科学サービス株式会社
東洋建設株式会社

株式会社東陽テクニカ
株式会社東和製作所
株式会社トヨタコンポン研究所
ナカシマプロペラ株式会社
西芝電機株式会社
株式会社ニシヤマ
日油技研工業株式会社
株式会社ニッスイ
ニッスイマリン工業株式会社
日鉄エンジニアリング株式会社
株式会社日放電子
株式会社日本海洋科学
日本気象株式会社
日本軽金属株式会社
日本サルヴェージ株式会社
日本電気株式会社
日本郵船株式会社
株式会社日本インテリジェントビジネス
日本エヌ・ユー・エス株式会社
日本海洋株式会社
日本海洋事業株式会社
一般社団法人日本ガス協会
日本マントル・クエスト株式会社
日本無線株式会社
野村建設株式会社
株式会社ハイエレコン
株式会社ハイドロシステム開発
濱中製鎖工業株式会社
東日本タグボート株式会社
深田サルベージ建設株式会社
富士電機株式会社
古河機械金属株式会社
古河電気工業株式会社
株式会社FullDepth
古野電気株式会社

HELLY HANSEN JAPAN
松本徽章株式会社
眞鍋造機株式会社
マリメックス・ジャパン株式会社
株式会社マリン・ワーク・ジャパン
株式会社マルトー
丸紅エレネクスト株式会社
三鈴マシナリー株式会社
株式会社三井E&S
三井住友海上火災保険株式会社
三菱重工業株式会社
三菱重工マリタイムシステムズ
　株式会社
三菱造船株式会社
三菱電機株式会社
三菱電機ソフトウエア株式会社
三菱電機ディフェンス& 
　スペーステクノロジーズ株式会社
行政書士法人 メイガス国際法務事務所
株式会社森京介建築事務所
守谷輸送機工業株式会社
ヤンマーパワーソリューション株式会社
株式会社ユー・エス・イー
郵船商事株式会社
横河電機株式会社
横浜ベイサイドマリーナ株式会社
株式会社落雷抑制システムズ
株式会社ラジアン
株式会社ＹＤＫテクノロジーズ
若築建設株式会社

賛助会（寄附）会員名簿　2026年１月30日現在

国立研究開発法人海洋研究開発機構の研究開発につきましては、次の賛助会員の
皆さまから会費、寄附を頂戴し、支援していただいております。（五十音順）

賛助会
HPはこちら

一般寄附金
JAMSTECの

研究開発活動全般を
ご支援いただく寄附金です。

使途特定寄附金
寄附者の方が

応援したい特定の活動等を指定して
ご支援いただく寄附金です。

募集特定寄附金

※不定期募集のため募集していない期間もあります。

JAMSTECが募集している
特定のテーマへ

ご支援いただく寄附金です。

JAMSTEC
寄附金募集中

寄附金についてのお問合せ

kifu-info@jamstec.go.jp
海洋科学技術戦略部 対外戦略課

JAMSTECへの寄附金は「特定公益増進法人」への
寄附として税制上の優遇措置があります。

https://www.jamstec.go.jp/j/about/support/詳しくはHPをご覧ください。

海への挑戦にご支援をお願いします！
フロンティア
地球最後のからの

お 知
ら せ




